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新潟県民主医療機関連合会ニュース Vol. 246
新潟民医連に加盟する法人・事業所の取り組みを紹介します。

現行の健康保険証廃止に関する
患者・利用者・職員アンケート
実施報告記者会見を行いました

新潟民医連では12月2日に現行の健康保険証を廃止してマイナンバーカードを保険
証とする制度変更が行われることから、日常的に医療・介護を必要としている患者・
利用者、医療・介護従事者の皆さんがどの様に受け止めているかを知るためアンケー
ト調査を行いました。その結果を10月21日（月）新潟県庁で記者会見を開いて報告し
て、新潟日報、三條新聞の2報道機関が参加しました。

会見には下越病院、坂井輪会穂波の里、県連事務局より7名が参加しました。冒頭に
小網事務局長からアンケートに取り組んだ目的と結果の概要について説明があり、回
答総数は2,249人（患者・利用者1,668人・職員581人）で85.6％が現行の健康保険
証の存続を望んでいること、このまま廃止が強行されれば医療・介護現場に深刻な影
響を及ぼすことが報告されました。

その後に参加者からアンケート結果の詳細と現場での受け止めについて報告がありま
した。下越病院からは「緊急入院の際に1人暮らしや高齢者世帯の方だと顔認証や暗証
番号が分からず確認ができない」「在宅では手続きに行けない方がケアマネやヘル
パーに手続きの代行相談等がされ対応ができない」、ケアハウス穂波の里からは入居
者の方々から「継続して現在の保険証を使えることを望みます」「選択する事はでき
ないのか？」「年寄りには難しい事を押し付けないでほしい」などの声が聞かれたこ
とが報告されました。

今回の記者会見で報告したアンケートの結果は、新潟民医連のホームペー

ジで公表します。
 引き続き、現行の健康保険証の存続を求めて活動していきます

今週末は選挙があります

全日本民医連発行のパンフレットより抜粋

投票の参考にしよう！


	スライド 1: 　 2024年10月22日（火） 　  　発行者：坂下　弘

